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令和６（2024）年度 上下水道事業当初予算について 資料２

－１－

【上下水道局の将来構想の実現】
〇「上下水道ビジョン（2020〜2029）」の基本理念である「次世代へつなぐ持続可能な水循環社会の創造」の実現

‣５つの大綱の基本目標「安全・安心」「安定・強靭」「持続」「快適」「循環」の達成に向け、各種事業を一体的に推進
‣気候変動に対応した「水道水の安全性確保」「浸水被害軽減」「施設の耐震性確保」「緊急時の体制強化」に集中的に取り組む。
‣各種計画に基づき、施設の適切な維持管理・更新・耐震化、旧豊⽥浄水場跡地や下水道管理ｾﾝﾀｰ、遊休地等の資産の最適化を推進

【タイムパフォーマンス・コストパフォーマンスを踏まえ、環境に配慮した開物成務経営】
〇ＤＸによる徹底したデジタル化・事務の効率化によるサービス向上及び事業の円滑な実施
〇2050カーボンニュートラルを目標に、再生可能エネルギーの活用や資源の有効活用に取り組み、サーキュラーエコノミー（循環

経済）及び脱炭素社会の実現に向けたGXの推進を図る。
〇広域化・共同化による施設等の更新やダウンサイジング、官⺠連携（PPP）を推進し、経営の効率化を図る。

【ＳＤＧｓの実現と2030年~2050年に向けたバックキャスティング思考による基盤づくり】
〇ＳＤＧｓの達成に向け、次の100年を⾒据えた⻑期的視点によるﾊﾞｯｸｷｬｽﾃｨﾝｸﾞ思考のもと、「誰一人取り残されない」持続可能な

経営基盤づくりを推進

予算編成方針
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〇漏水対策の促進による有収率向上
〇給水収益外の収益確保
〇将来を⾒据えた施設の更新
〇施設の耐震化・強靭化
〇窓口ｻｰﾋﾞｽ（ｵﾝﾗｲﾝ化含む）の充実
〇検査体制の充実

【上下水道共通】
〇ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ実現へ向けた施策推進（省ｴﾈ、再ｴﾈ）
〇⼈口減少を踏まえた事業経営の効率化（5ﾚｽ、DX）
〇⾃然災害への対応（予防保全、迅速な危機管理）
〇ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進（旧豊⽥浄水場、下水道管理ｾﾝﾀｰ、局北棟）
〇PPP（官⺠連携）の推進（DB、包括業務委託の推進）
〇広域化・共同化の推進（水質検査、資材調達、農集排の流域接続）
〇新技術の活用（⼈工衛星、AI、IoT、ﾄﾞﾛｰﾝ、3Dモデル）

取り組むべき課題

〇R8(2026)末:下水道概成（汚水処理⼈口普及率95％）
〇⼈口減少時代の汚水面整備のあり方検討
〇湖南特定環境保全公共下水道のあり方検討
〇農業集落排水施設の流域下水道への接続
〇⽼朽化施設の更新
〇流域治水の更なる推進
〇ｳｫｰﾀｰPPPの検討

上下水道事業共通 水道事業 下水道事業

１ ⼈口減少による料⾦収⼊の減少
２ ⽼朽化施設の増加による更新需要の増大
３ 気候変動を踏まえた脱炭素社会の推進
４ ⾃然災害の頻発化・大型化
５ 国の新しい動き

・水道⾏政の国⼟交通省移管
・上下水道の広域化、共同化
・ｳｫｰﾀｰPPP

(管理・更新一体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方式新設）

上下水道を取り巻く状況
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収益的収入 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

収益的収入︓8,648（△1,236）

●営業収益︓8,021（△44）
・給水収益︓7,755（△49）

総有収水量の減
（34,875,367㎥ ⤵ 34,862,300㎥）

・他会計負担⾦︓247（28）
下水道使用料徴収事務負担⾦の増

●営業外収益︓627（3）
・水道加⼊⾦︓138（△28）
・⻑期前受⾦戻⼊︓418（19）
・他会計負担⾦、補助⾦︓34（12）

●特別利益︓0（△1,195）
※修繕費引当⾦取崩収益の皆減
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千

収益的支出
営業費用 営業外費用
特別損失 予備費（単位︓百万円）

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

収益的支出︓7,623（△176）

●営業費用︓7,260（△148）
・原水及び浄水費︓1,858（△88）

※施設の修繕費、動⼒費等の減
・配水及び給水費︓1,405（△15）

※配給水管の修繕費等の減
・総経費︓426（△80）

※庁舎修繕外壁・LED修繕の皆減

●営業外費用︓271（△28）
・⽀払利息︓76（△27）
・消費税及び地方消費税

︓195（△1）

●特別損失︓42（±0）
・過年度損益修正損
・放射線モニタリング費用

（単位︓百万円）
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資本的収入 補填財源 出資⾦ その他 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的収入︓6,461（692）

●他会計出資⾦︓142（90）
※企業債償還額の増

●その他︓467（9）
※配水管移設工事等の増（11）

●補填財源︓5,852（593）
・減債積⽴⾦取崩︓615（△296）
・建設改良積⽴⾦取崩等︓

5,237(889）

（単位︓百万円）
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資本的支出 建設改良費 企業債償還⾦ 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的支出︓6,461（692）

●建設改良費︓5,846（988）
・配水幹線、配水管網更新事業費︓

3,144（303）
対象事業延⻑の増

（8,067→9,645m）
・堀口、熱海、荒井３浄水場設備

更新事業費︓1,771（480）
施設各所更新工事の増

・その他︓844（216）
※配水管移設工事等の増

●企業債償還⾦︓615（△296）
・償還元⾦の減

（単位︓百万円）

－２－



令和６（2024）年度 下水道事業当初予算について
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収益的収入 営業収益 営業外収益 特別利益 列1

【主な増減内容
※（）は前年度増減額

収益的収入︓9,097（56）

●営業収益︓5,838（140）
・下水道使用料︓4,280（4）
・一般会計負担⾦（⾬水）︓

1,554（136）

●営業外収益︓3,257（△81）
・一般会計負担⾦（汚水）︓

1,639（△205）
・⻑期前受⾦戻⼊︓1,406（65）
・退職⼿当負担⾦︓42（皆増）
・消費税及び地方消費税還付⾦︓

15（皆増）

●特別利益︓2（△3）
貸倒引当⾦戻⼊額の減
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収益的支出 営業費用 営業外費用 特別損失 列1
（単位︓百万円）

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

収益的支出︓9,444（422）

●営業費用︓8,662（499）
・管渠費、ﾎﾟﾝﾌﾟ場費、処理場費︓

1,143（156）
・減価償却費︓4,753（210）
・流域下水道維持管理費︓1,674(△294)
・給与費︓404（73）

●営業外費用︓776（△77）
・⽀払利息︓776（△28）
・消費税及び地方消費税︓0（皆減）

●特別損失︓6（±0）
・過年度損益修正損

（単位︓百万円）
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資本的収入
補填財源 企業債
出資⾦ 補助⾦
負担⾦・分担⾦ 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的収入︓11,106（267）

●企業債︓3,597（8）
建設改良費の増

●他会計出資⾦︓1,663（△229）
企業債償還元⾦等の減

●国県補助⾦︓2,146（183）
対象工事の増

●負担⾦及び分担⾦︓80（2）
対象工事の増

●補填財源︓3,620（303）

（単位︓百万円）
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資本的支出 建設改良費 企業債償還⾦ 列1

【主な増減内容】
※（）は前年度増減額

資本的支出︓11,106（267）

●建設改良費︓6,060（488）
・⾬水対策整備事業費︓

3,103（35）
・施設改良事業費︓130（△106）
・本管改良事業費︓235（△61）
・汚水処理施設整備事業費︓

1,982（424）
・流域下水道建設費︓146（105）
・湖南終末処理場施設建設費︓

147（105）
※非常用発電設備工事費の増

●企業債償還⾦︓5,046（△221）
・償還元⾦の減

（単位︓百万円）

－３－


